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研究成果の概要（和文）：ソフトウェアドキュメントから目視で欠陥を検出する手法を提案した．

提案手法では，見逃すと大きなリスクを抱える不具合を先見し，優先的に検出する．実務者に

協力いただいた評価において，リスクの高い欠陥種別を指定してインスペクションを実施する

ことにより，実際にリスク低減となり得ることを実証的に示せた．また，過去の不具合の修正

工数をもとに優先度を設定する方法を考案し，商用開発において修正工数増大リスクを小さく

することができることも実証的に評価できた． 
 
研究成果の概要（英文）：An approach for manual defect detection is proposed. The proposed 
approach enables inspectors to detect high risk defects. A trial with commercial software 
and investigation with practitioners were conducted to evaluate the proposed approach. 
The results of the evaluation and investigation indicated that the approach reduce the 
number of defects that may cause serious correction cost increase or fatal damage. 
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１．研究開始当初の背景 
インスペクションの学術的定義は 1976 年
に IBM の Fagan らが提案した“Software 
Inspection[1]” に遡る．その後， reading 
technique と し て check-list based 
reading[2]，perspective-base reading[3]が提
案されているが，それらがインスペクション
におけるどのような問題を積極的に解決し，
どのような問題に対しては期待されるほど
効果がでないかを明らかにした研究は少な

い．また，インスペクションにおいて不具合
指摘に失敗し見逃した場合の修正コストを
先見した研究は存在しない．本研究では，楠
本らの研究[4]と同様に上流工程でのインス
ペクションの効果を下流工程での修正コス
トをもとに評価し，それらを(1)プロセス(2)
体制の両面から分析/検討し，(3)上流で見逃
すと修正コストが高くなる不具合に関する
仮説を立て，(4)仮説の妥当性を検証する． 
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ロジェクト e-society 基盤ソフトウェアの総
合開発」「データ収集に基づくソフトウェア
開発支援システム」で商用ソフトウェアの不
具合修正コストと原因に関する研究を実施
した．その際に，特定の不具合において上流
工程での検出により大幅な不具合修正コス
ト低減につながる可能性があることを示す
分析結果を得た[5]．そこで，不具合の早期発
見方法である上流工程でのインスペクショ
ンの研究を下流工程での修正コストを考慮
しながら問題点を列挙し，改善案を検討する
ことが重要であると考えた． 

既存研究のサーベイ[6]では，インスペクシ
ョンに関する研究論文に占める上流工程の
インスペクションに関する研究論文の割合
が 26%であることを報告しており，上流工程
でのインスペクション研究にも多くの余地
が残されている可能性を示唆している． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は欠陥や将来欠陥になり得
る問題が含まれているドキュメントから，見
逃すと大きな修正工数を必要とする欠陥，問
題を検出する方法を提案することにある．具
体的には，過去の開発において見逃すと大き
な修正工数を必要とする欠陥の特定方法を
考案し，そのプロセスを定義し，評価する． 
 
３．研究の方法 
 本研究は大きく 3 つに分けられる．1 つは
既存のレビュー・インスペクションの調査で
ある．既存のインスペクション・レビューを
観察し，インスペクタ・レビューアがどのよ
うにレビュー対象を読解しているかを明ら
かにすることである． 
 2 つめは，優先して検出すべき欠陥種別の
特定方法である．過去の不具合管理表から修
正工数の大きな欠陥を特定できるかを検討
する．また，それ以外の方法で開発中に記録
を残しているものからも優先して検出すべ
き欠陥種別が特定できるか調査する． 
 3 つめは，指定された欠陥種別を実際にイ
ンスペクタ・レビューアが検出できるかどう
かを調査する． 
 3 つをもとに，既存のインスペクション・
レビューの方法を大きく変更することなく，
指定した欠陥種別に該当する欠陥を優先し
て検出できるかどうか，そして，優先して検
出した結果，優先欠陥種別を設定しなかった
場合と比較して，修正工数の削減をはじめと
する効果が得られるかどうかを確認する． 
  
４．研究成果 
(1) 既存のレビュー・インスペクションの調
査 

既存のレビュー・インスペクションでは，
レビューア・インスペクタが欠陥検出の戦略

を大きく変更しないということがわかった．
また，事前に検出すべき欠陥に関して位置や
調べ方の仮説を持って欠陥検出にあたると
いうレビューア・インスペクタのほうが，そ
うでないレビューア・インスペクタよりも欠
陥検出を効率的に実施していることがわか
った． 
過去の文献でも示されているが，レビュー

ア・インスペクタにとって常識といえる知識
をあてはめながら，欠陥検出をしていること
が多いため，常識が通用しないドキュメント
やソースコードでは，欠陥検出に要する時間
が，初心者と熟練者の間でもあまり差が付か
ないことがわかった．一方，定石に従ったド
キュメントやソースコードにおいては，熟練
者が要する欠陥検出の時間が短くなる結果
が得られた． 
本報告書「５．主な発表論文等」の「雑誌

論文」の②，④，⑦，⑫，⑬，⑭，⑮で報告
している．  
 
(2) 優先して検出すべき欠陥種別の特定方
法 
 
 優先して検出すべき欠陥種別を特定する
方法として，修正工数（⑪），回帰テスト件
数（⑯），要求定義時の議事録（⑩），設計ド
キュメントの単語の抽象度（③）を検討した．
（カッコ内は本報告書「５．主な発表論文等」
の「雑誌論文」の番号を示している）修正工
数が優先して検出すべき欠陥種別を特定す
るためにもっとも適した方法であり，過去の
不具合管理表から混入工程，対象機能，混入
原因等の選択肢による情報と修正工数の大
小を比較しながら，特定する方法とした．  
対象プロジェクトやレビューア・インスペ

クタのスキルに応じて，他の方法についても
適宜利用できることを確認した． 
 
(3) 指定した欠陥種別に沿った欠陥検出 
 優先して検出すべき欠陥種別を与えられ
たレビューア・インスペクタが実際に欠陥を
検出できるかどうか調査するために，「セキ
ュリティ」「性能問題」といった特定の欠陥
をレビューア・インスペクタに選択してもら
い，その欠陥種別を実際に検出できているか
どうかを調査した．その結果，欠陥種別を与
えられたレビューア・インスペクタにスキル
があれば，指定された欠陥種別に分類できる
欠陥を検出できることがわかった．ただし，
全ての検出欠陥が与えられた欠陥種別に分
類されることはなく，75%程度であることが
わかった．調査の詳細は，本報告書「５．主
な発表論文等」の「雑誌論文」の④，⑨で報
告している 
 
 



 

 

(4) 優先検出欠陥を設定することによる効
果 
 商用開発を対象として，過去の不具合管理
表において，修正工数が大きかった欠陥種別
をレビュー・インスペクションでの検出すべ
き欠陥として設定し，効果を測定した．レビ
ューで見逃してテストで修正することにな
った場合の予想修正工数を比較すると 2倍程
度の予想修正工数が大きな欠陥をレビュー
において検出することができた．本報告書
「５．主な発表論文等」の「雑誌論文」の①
で報告している． 
 また，修正工数だけでなく，欠陥の深刻度
も加味した方式を⑤で報告している． 
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